
長期戦略構想の1つに「共感コンテンツ創造」を掲げる京阪グループは、
2019年12月、京都・四条河原町に、複合型商業施設「GOOD NATURE STATION」をオープン。
同時にオンラインショップ「GOOD NATURE STATION ONLINE」を開設しました。
会員の個人情報を保護するために、日立ソリューションズが提供する
次世代CASB「Bitglass」を採用し、
わずか2カ月という短期間での本稼働を実現しました。
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ョップでも販売しています。
　「GOOD NATURE STATION ONLINE」
の業務システムを構築するに当たって、全面的
にクラウドを活用。流通業で実績のあるSaaS
型のクラウドサービスの採用によって、高品質
のシステムを短期間に構築することをめざし
ました。
　「今回、お客様向けのコールセンターと配送
センターを外部に委託していますが、そこでは
商品配送や顧客対応業務のために、お客様の
個人情報を利用することになります。『素早くサ
ービスを立ち上げることと、当社の個人情報保
護規程に従って、顧客の個人情報をいかに適
正に管理するか』が会社としての大きな課題で
した」（森岡氏）
　このように、SaaS型のクラウドサービスを活
用してシステム構築する場合、顧客の個人情報
もクラウド上に保存されます。そのため、SaaS
に対応した個人情報を保護する仕組みが必要
でした。
　「本格的な検討を始めたのが2019年8月頃、
サイトリリースの予定は12月であり、それまで
に個人情報保護の仕組みを決定して稼働させ
なければなりませんでした。また、ビオスタイル
の運用担当者はITの専門家ではないため、専

　京阪グループが取り組む、健康的で美しくク
オリティの高い生活を実現し、循環型社会に寄
与するライフスタイル「BIOSTYLE」。その新しい
ブランドを具現化するフラッグシップ施設として
複合型商業施設「GOOD NATURE STATION」
をオープンしました。1階は「GOOD NATURE 
MARKET」（市場食堂）、2階は「GOOD NATURE 
GASTRONOMY」（レストラン）、3階は
「GOOD NATURE STUDIO」（ショップ＆サロ
ン）というフロア構成です。そして、4階から9階
までは「GOOD NATURE HOTEL」（宿泊施設）
になっています。
　企画と運営を担っているのは、京阪ホールデ
ィングスのグループ企業である株式会社ビオス
タイル（以下、ビオスタイル）です。ビオスタイルは、
「NEMOHAMO」（化粧品）と「SIZEN TO OZEN」
（食品）の2つのオリジナルブランドの製造小売
りも展開。これらの商品は、「GOOD NATURE 
STATION」内のショップだけでなく、施設オー
プンと同時にサービスを開始したオンラインシ

初の自社運営ECサイト開設
求められた個人情報保護体制

背景と課題

オンラインショップの会員情報管理が急務に
クラウドアクセスを制御するCASBでセキュリティを確保

門知識がない人でも使いやすいものを求めて
いました」（森岡氏）

易に運用管理ができます。例えば、業務上の理
由があって、ファイルのダウンロードやアップロ
ードをコールセンターに一時的に許可する必
要が生じた場合も、10分ほどで設定を変更で
きます」（東氏）
　個人情報保護に対する「Bitglass」の効果を
確認した京阪ホールディングスは、他の業務へ
の導入も検討しています。すでに、「GOOD 
NATURE STATION」内では、当初対象ではな
かったトータルビューティサロン（ヘッドスパ・
ボディトリートメント・ヘアメニュー・ネイル・ス
タジオ・カウンセリング）会員の個人情報を保
護するために、「Bitglass」を活用中。京阪ホー
ルディングスの社内でも、個人情報を含むファ
イルが、クラウドストレージにまぎれ込んでしま
うといったリスクを回避するための仕組みとし
て導入を検討中です。
　「極めて短期のプロジェクトでしたが、
『Bitglass』が非常に導入しやすいサービスだ
ったことと、日立ソリューションズから技術面で
も支援してもらったことで、プレオープンまでに
本稼働させることができました。『Bitglass』に
は多彩な機能が備わっていますが、当社が現在
利用しているのはデータの漏洩を防ぐDLP機
能だけです。ユーザー権限に応じたダウンロー
ド制御だけに絞ったことも、短期導入の成功に
つながった要因でしょう」（森岡氏）
　日立ソリューションズはこれからも、クラウド
サービスを活用し事業の拡大をめざす同社を
支援していきます。

　もっとも、森岡氏には解決の方向性が見えて
いました。ユーザーによるクラウド内データへの
アクセス制御や、データに対する操作の可視化
などにより、クラウドサービスのセキュアな利用
を実現するCASB（Cloud Access Security 
Broker）を使えば、SaaS側にある個人情報を
適切に保護できるのではないかという見込み
があったのです。
　「CASBについて以前から状況をウォッチし
ており、データ漏洩防止（DLP）という機能で、
既存のSaaSに高度な情報保護機能を付加で
きると考えていました。今回CASBに求めた要
件は、『顧客の個人情報を扱える人を限定する
こと』『万が一、データの取り扱いを間違えた場
合でも情報の漏洩を防止すること』『セキュリテ
ィインシデントが発生したときも後追いできる
ようにすること』の3点。もちろん、『GOOD 
NATURE STATION ONLINE』が利用するク
ラウドサービスに対応していることも採用の条
件でした」（森岡氏）
　主要なCASB製品を調査した結果、2019年
夏の時点でこれらの条件を満たしていたCASB
は2製品のみでした。採用するサービスを決め
るために、京阪ホールディングスとビオスタイル
は製品評価（PoC）を2019年9月にスタートさ
せました。
　「PoCでは、テスト用のアカウントを使って、ク
ラウド上に用意したテストデータへアクセスし、
どのようにコントロールできるかを検証しまし
た。その結果、機能面での要件はどちらも満た
していましたが、PoC時のサポート面と稼働後
の運用管理がしやすいという面で『Bitglass』
の導入を決定しました」（中山氏）
　2019年10月には実装作業を開始。この段階
から、本稼働後にシステムの運用管理を担当す
るビオスタイルのマーケティング部スタッフもプ
ロジェクトに参加し、日立ソリューションズの技
術支援を受けながら作業を進めていきました。
　「初期設定の作業では、日立ソリューション
ズにいろいろと助けられました」（中山氏）
　「『Bitglass』のインストールから管理画面の

設定まで、丁寧にレクチャーしてもらいました」
（東氏）
　実装作業では、社員と外部コールセンターの
作業スタッフのアカウントを作成したうえで、そ
れぞれの役割や職務に応じたアクセス権を設
定。不正なダウンロードができないように、状
況をリアルタイムにモニタリングしたり、ユーザ
ーが行った操作を追跡確認できる体制を整え
ました。
　「Bitglass」の実装が完了したのは、作業開始
から約2カ月後の2019年11月末。個人情報保護
を含む「GOOD NATURE STATION ONLINE」
の業務システムは、2019年12月2日のプレオー
プン時から稼働を開始しました。

　新規ビジネスを短期間で立ち上げるために
SaaSをフル活用しながらも、クラウド上に存在
する顧客の個人情報を確実に保護する――。
「Bitglass」の導入により、京阪ホールディング
スはこの目的を2カ月という短い期間で達成す
ることができました。本稼働後の運用管理は、
京阪ホールディングスIT推進部の支援を受け
つつ、ビオスタイルのマーケティング部が実施
しています。
　「ITの専門家でなくても、『Bitglass』なら容課題

短期間で、個人情報保護に対応したシステムを
構築する必要があった

ITの専門家でなくても運用管理できる
仕組みが必要だった

効果

ユーザー権限に応じたダウンロード制御など、
個人情報保護に対応したシステムを
2カ月という短期間で構築

管理画面も使いやすく、ITの専門知識がない人
でも容易に設定変更が可能

導入事例 京阪ホールディングス株式会社・株式会社ビオスタイル 様

※「Bitglass」は「Forcepoint ONE」に名称が変わりました。本事例内容は公開当時のものです。

次世代CASB Forcepoint ONE
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成果と今後

導入事例 京阪ホールディングス株式会社・株式会社ビオスタイル 様

Company Profile

本社所在地：大阪市中央区大手前1丁目7番31号（OMMビル）
本店所在地：枚方市岡東町173番地の1
設立：1949年11月25日　創立：1906年11月19日　従業員数：145人
事業内容：運輸、不動産、流通、サービス業

京阪ホールディングス株式会社

https://www.keihan-holdings.co.jp/

本社所在地：京都市下京区河原町通四条下ル富永町338番地 
　　　　　　京阪四条河原町ビル5階
設立：2017年6月21日　従業員数：163人（2020年1月末現在）
事業内容：食品・化粧品などの商品開発、食品販売業態・化粧品販売業態・
ホテル業態の開発、複合型商業施設「GOOD NATURE STATION」の運営企画

株式会社ビオスタイル

GOOD NATURE STATION
GOOD NATURE STATION ONLINE

https://goodnaturestation.com/
https://online.goodnaturestation.com/

選定と導入

運用管理が容易な「Bitglass」を選択
わずか2カ月で実装を完了

※本事例の内容は取材時点の情報です。 ※Forcepointは、Forcepoint LLCの米国およびその他の国における商標または
登録商標です。 ※その他、本文中の会社名、商品名は各社の商標、または登録商標です。 ※本文中および図中では、TMマーク、
®マークは表記しておりません。 ※製品の仕様は、改良のため、予告なく変更する場合があります。 ※本製品を輸出される場合
には、外国為替及び外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをお取りください。
なお、ご不明な場合は、当社担当営業にお問い合わせください。 ※本文中の情報は、事例作成時点のものです。

本事例のwebページはこちら
www.hitachi-solutions.co.jp/bitglass/case01/

本カタログ掲載商品・サービスの詳細情報
www.hitachi-solutions.co.jp/bitglass/
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